
　　　　

令和7 年 3 月 1 日

11 時 00 分 ～ 17 時 00 分まで あり なし

法人（事業所）理念
１. 途切れない支援を目指し、地域に寄り添い意味のある場所を創造・構築する。

２. 従来の福祉事業の概念に捉われず、新しい挑戦を追求し従業員の成長と幸福を図る。

事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　noone(ノーネ) 作成日支援プログラム

サッカー

・言語の形成と活用　　・人との相互作用によるコミュニケーション能力の獲得

・指差し、身振り、サイン等の活用　読み書き能力向上のための支援

・集団へ参加への支援　　・ハンドサイン　音声　文字等のコミュニケーション手段の活用

エクササイズ

・感覚運動遊びから象徴遊びへの支援

・1人遊びから協同遊びへの支援

・自己の管理とコントロールのための支援　・集団の参加への支援

支援方針 nooneでは 子どもたちの安心し楽しく過ごせる居場所づくりを大切にし、たくさん誉め言葉がもらえる場所・出来た体験やできる自信を蓄える場所を目指しています。

営業時間 送迎実施の有無

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語

コミュニケーション

人間関係

社会性

主な行事等

各季節イベント行事

外出イベント

保護者参加イベント

家族支援

保護者面談(随時)

関係機関との連携

きょうだいへの支援

移行支援
保育所、学童、進学先、就労先との情報共有

進学、就労、環境変化に向けての課題提示及び実践

地域支援・地域連携
各関係各所との連携(相談支援事業所、学校、放課後等デイサービス等)

自立支援協議会への参加
職員の質の向上

研修期間あり(採用後6ヶ月間)

外部研修

内部研修

支　援　内　容

朝の会・掃除・帰りの会

・健康状態の維持　改善      ・生活リズムや生活習慣の形成

・基本的生活スキルの獲得  ・構造化等により生活環境を整える

・集団の参加への支援

リズム

・姿勢と運動　、動作の基本的技能の向上　　・姿勢保持と運動・動作の補助的手段の活用

・身体の移動能力の向上　　　　　　　　　　　　 ・保有する感覚の活用

・感覚の補助及び代行手段の活用　　　　　　  ・感覚の特性（感覚の過敏や鈍麻）への対応

ヨガ

・感覚や認知の活用　　・知覚から行動への認知過程の発達

・認知や行動の手がかりとなる概念の形成　　・数量、大小、色等の習得

・認知への偏りへの対応　行動障害への予防及び対応


